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      我が時は全て

            汝の御手にあり

《み 手 の な か で》

司祭　木 下 量 熙

　
神
の
御
手
に
委
ね
る
こ
と
は
、
悟
り
、
諦

念
、
戦
闘
意
欲
の
喪
失
で
は
な
い
。
ど
う
も
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
の
中
に
は
、
安
易
に
神
を
持
ち
出

し
て
物
事
に
決
着
を
つ
け
る

人
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
敬
虔
の
装
い
を
し
た
責
任

放
棄
に
な
る
。
神
の
御
手
に

全
て
を
委
ね
る
こ
と
は
、
国

籍
が
天
に
あ
る
者
と
し
て
の

自
覚
を
取
り
戻
し
て
、
「
勇

ま
し
く
罪
と
世
と
悪
魔
と
戦

う
」
「
忠
義
な
る
兵
卒
」
と

し
て
身
を
律
す
る
こ
と
で
あ

る
。
我
々
は
、
自
分
に
都
合

が
良
い
助
け
や
恵
み
の
み
を

神
に
期
待
す
る
。

　
「
神
の
手
」
は
神
の
擬
人
化
さ
れ
た
表
現
、

神
の
主
権
性
の
代
名
詞
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
神

の
能
力
・
行
為
、
時
に
は
懲
戒
を
も
意
味
し

（
詩
78
・
42
。
イ
ザ
ヤ
５
・
25
、
50
・
２
、

59
・
１
。
ヨ
ブ
12
・
９
。
シ
ラ
18
・
３
）
、
薄

っ
ぺ
ら
な
安
心
立
命
を
奪
い
、
被
造
物
な
る
人

間
の
根
源
を
正
視
し
て
神
へ
の
畏
れ
を
回
復
せ

し
め
責
任
的
自
己
と
す
る
。
現
代
社
会

は
、
人
心
の
荒
廃
か
ら
、
失
業
や
戦
争
や

差
別
な
ど
の
不
正
義
に
至
る
病
を
抱
え
て

い
る
。
そ
れ
は
被
造
物
が
、
創
造
者
な
る

神
を
捨
て
た
成
れ
の
果
て
の
姿
で
あ
る
。

教
会
が
こ
の
罪
に
気
づ
か
ず
し
て
、
会
議

や
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
繰
り
返
し
事
業
を
拡
張

し
心
地
よ
い
だ
け
の
言
葉
を
発
し
て
も
、

教
会
の
預
言
者
的
・
祭
司
的
・
王
的
な
使

命
を
果
た
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
「
打
ち
砕
か
れ
悔
い
る
心
」(

詩
51
・

19)

を
も
っ
て
自
ら
と
教
会
と
社
会
が
主

な
る
神
の
御
手
に
服
す
る
時
に
初
め
て
希

望
の
道
が
開
か
れ
る
（
シ
ラ
16
・
17-

23
）
。
神

の
御
手
を
拒
む
者
は
、
い
か
な
る
良
い
果
実
も

つ
け
ず
神
の
御
手
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
。

(

千
住
基
督
教
会
勤
務)
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- 4 -

今週・来週 の 予 定

２月２７日～３月１２日

２７（日）顕現後第８主日

３月

　３（木）信仰と生活：子ども

聖歌　

　５（土）月島礼拝堂聖別式

神学院卒業式

　６（日）大斎節前主日

　７（月）分担金制度特別委

員会

聖職養成委員会

エルサレム教区協

働委員会

　８（火）銀座朝祷会

　９（水）大斎始日　灰の水

曜日

１１（金）広報委員会

【
大
斎
節
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
１

　
▽
下
町
グ
ル
ー
プ
合
同
大
斎
始
日
・

灰
の
水
曜
日
礼
拝
（
下
町
大
空
襲
記
念

祈
祷
）
　
３
月
９
日
（
水
）
19
時
、
月

島
聖
公
会
礼
拝
堂
。
説
教
＝
朴
美
賢
司

祭
。
照
会
＝
下
町
Ｇ
各
教
会
。

　
▽
山
手
グ
ル
ー
プ
大
斎
静
想
会
　

３
月
12
日
（
土
）
10
時
～
15
時
夕
の

祈
り
、
ナ
ザ
レ
修
女
会
。
黙
想
指
導

＝
河
野
裕
道
司
祭
。
参
加
費
（
昼
食

代
）
＝
千
円
、
申
込
期
限
＝
６
日

昼
。
照
会
℡
03
（
３
３
３
４
）
２
８

１
２
・
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

２
月
12
日
　
豊
泉
　
恭
子
（
88
）池

袋

２
月
17
日
　
米
原
　
正
章
（
85
）

　
三
光

　
▽
３
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
２
日(

水)
 

18
時

半
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19

時
か
ら
。
演
奏
者
＝
長
谷
川
美
保
。

入
場
無
料 (

会
場
献
金)

。

　
▽
３
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト  

＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
11

日(

金)

、
勝
山
雅
世
　 

＊
神
田
キ
リ

ス
ト
＝
16
日(

水)

、
和
田
純
子
　
各

々
12
時
20
分
か
ら
30
分
程
度
、
入
場

無
料
　
＊
聖
テ
モ
テ
は
休
演
。

　
▽
３
月
銀
座
朝
祷
会
（
第
２
・
４

火
曜
）
７
時
半
、
８
日
・
22
日
。
喫

茶
室
ル
ノ
ア
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。

照
会
℡
０
４
２
（
７
９
６
）
１
４
９

８
・
同
世
話
人
。

　
▽
３
月
西
新
の
会
　
８
日
（
火
）
19

時
半
＝
聖
餐
式
・
聖
書
の
学
び
（
高
橋

顕
司
祭)

。
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
。
照
会
℡
03
（
３
３
３
８
）
４
１
４

５
・
阿
佐
谷
聖
ペ
テ
ロ
教
会
。

＊
訂
正
　
20
日
号
「
世
界
祈
祷
日
」
の
主

催
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
女
性
委
員
会
を
Ｎ
Ｃ
Ｃ
東
京

地
区
世
界
祈
祷
日
準
備
委
員
会
に
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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常
置
委
員
会
報
告
（
２
月
15
日
）

大
畑
喜
道
主
教
か
ら
東
京
教
区
に
か
か

わ
る
篤
い
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
た
。

＊
按
手
式
へ
の
感
謝
。
主
教
会
（
22

～
24
日
・
大
阪
）
。
倉
澤
一
太
郎
聖

職
候
補
生
の
執
事
試
験
合
格
と
し
、

按
手
式
日
程
調
整
を
。
成
成
鍾
司

祭
・
朴
美
賢
司
祭
の
宣
教
師
受
入
れ

継
続
に
つ
き
釜
山
教
区
尹
鐘
模
主
教

と
協
議
な
ど
主
教
報
告
。

＊
教
役
者
異
動
を
公
示
、
牧
師
任
命

式
・
主
教
巡
回
日
程
調
整
。
10
年
12

月
末
収
支
計
算
。
聖
保
連
保
育
者
大

会
（
７
月
20
～
21
日
・
東
京
）
な
ど

主
教
チ
ャ
プ
レ
ン
各
主
事
等
の
報
告

を
了
承
。

＊
教
区
間
協
働
、
管
区
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

担
当
者
会
議
、
主
教
按
手
式
、
人
事
な

ど
の
常
置
委
員
と
し
て
の
守
秘
義
務
の

確
認
な
ど
常
置
委
員
長
報
告
。

＊
正
義
と
平
和
協
議
会
運
営
委
員
・

信
仰
と
生
活
委
員
会
委
員
補
充
、
教

区
審
判
廷
審
判
員
候
補
者
推
挙
に
つ

い
て
協
議
。

＊
監
事
２
名
指
名
の
件
を
協
議
。

＊
諸
聖
徒
幼
稚
園
園
長
任
命
を
了
承
。

＊
教
区
会
議
事
録
精
査
報
告
、
代
表
役

員
変
更
、
法
人
規
則
変
更
等
手
続
。

＊
２
０
１
０
年
度
決
算
案
の
説
明
を

後
藤
務
財
政
委
員
長
か
ら
受
け
了

承
、
教
区
会
へ
提
案
。

＊
廣
田
主
教
宛
主
教
手
当
支
払
、
嘱

託
司
祭
宛
支
払
い
に
つ
い
て
協
議
。

＊
主
教
邸
修
繕
経
費
報
告
を
了
承
。

＊
そ
の
他

《
２
０
１
０
年

　
教
会
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告
》

　
　
　
１
　
城 

南

聖
ア
ン
デ
レ
・
聖
オ
ル
バ
ン
・
三

光
・
真
光
・
東
京
聖
マ
リ
ア
・
大
森
聖

ア
グ
ネ
ス
・
聖
パ
ウ
ロ
・
渋
谷
聖
ミ
カ

エ
ル
・
香
蘭
女
学
校
礼
拝
堂

　
２
０
１
０
年
城
南
教
会
グ
ル
ー
プ
で

は
、
８
教
会
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
分
か

ち
合
お
う
、
と
の
企
画
か
ら
、
各
教
会

の
歴
史
と
特
徴
を
ま
と
め
た
「
教
会
史

冊
子
」(

Ａ
４
版
３
～
４
枚
程
度)

を

作
成
し
た
こ
と
が
最
も
特
筆
す
べ
き
事

柄
で
す
。
い
く
つ
か
の
教
会
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
発
祥
の
地
や
足
跡
を
辿

る
、
と
い
う
企
画
が
な
さ
れ
る
中
か
ら

の
発
想
で
し
た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
や
特
色
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
な
る
相
互
理
解
と
親
睦
に

繋
が
れ
ば
、
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
に
は
教
区
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
委
員
会
と
共
に
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
研
修
会
」
を
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開
催
し
ま
し
た
。
活
発
な
質
疑
応
答

が
飛
び
交
い
、
実
り
あ
る
時
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
活
動
は
、
恒
例
の
教
役

者
歓
送
迎
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
香
蘭
女

学
校
の
生
徒
さ
ん
に
向
け
て
各
教
会
の

「
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
案
内
」
を
配
布
す

る
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
城
南
教
会
グ
ル
ー
プ
は
、
８
教
会

と
大
所
帯
で
あ
り
、
主
教
座
聖
堂
、

香
蘭
女
学
校
も
あ
り
、
な
か
な
か
一

つ
に
な
っ
て
何
か
を
行
う
事
に
は
困

難
も
伴
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
活

気
あ
る
教
会
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
、

祈
り
と
行
動
の
う
ち
に
神
様
の
慈
し

み
と
栄
光
を
伝
え
、
現
す
共
同
体
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
（
東
京
聖
マ
リ
ア
教
会
・

　
　
　
　
　  

執
事
　
佐
久
間
恵
子
）

　
　
　
２
　
山 

手

東
京
聖
三
一
・
東
京
聖
十
字
・
聖
愛
・

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
立
教
女
学
院
・
聖

公
会
神
学
院
・
ナ
ザ
レ
修
女
会

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
長
年
、
定

着
し
て
い
る
３
大
年
中
行
事
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
大
斎
期
間
中
の
静
想

会
、
４
月
末
の
グ
リ
ー
ン
デ
イ
・
ピ

ク
ニ
ッ
ク
、
最
後
は
、
教
会
の
暦
で

は
最
初
の
降
臨
節
前
夕
の
光
の
礼
拝

で
す
。
こ
の
地
域
に
あ
る
ナ
ザ
レ
修

女
会
や
聖
公
会
神
学
院
を
使
っ
て
こ

そ
の
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　
静
想
会
は
、
４
教
会
の
有
志
が
集

ま
っ
て
も
お
し
ゃ
べ
り
を
交
わ
さ
ず

に
、
聖
職
者
の
指
導
の
も
と
、
１

日
、
黙
想
で
過
ご
し
ま
す
。
途
中
、

修
道
院
の
外
に
出
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
時
間
も
、
お
庭
や
近
く
の
井
の
頭

公
園
の
早
春
の
植
物
を
眺
め
た
り
小

鳥
の
さ
え
ず
り
に
、
神
さ
ま
の
み
手

の
業
に
想
い
を
馳
せ
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
デ
イ
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
神

学
院
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ゲ
ー
ム
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
す
。
神
学

院
の
教
員
、
ご
家
族
、
神
学
生
と
の

交
流
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
い
つ
も

こ
の
日
は
晴
れ
て
い
ま
す
。
解
散
後

に
夕
立
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

最
後
の
綱
引
き
ま
で
は
雨
天
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
休
日
の
名
前
が
変
わ
っ
て
も
、

こ
の
行
事
の
名
前
は
変
え
ま
せ
ん
。

　
光
の
礼
拝
は
４
教
会
が
一
つ
に
集

ま
っ
て
祈
り
と
黙
想
の
時
を
過
ご
し

ま
す
が
、
２
０
１
０
年
は
、
説
教
を

聖
公
会
神
学
院
の
挽
地
茂
男
牧
師
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
　

 

（
東
京
聖
十
字
教
会
・
打
田
茉
莉
）

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


